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報 次 


総 合 論 X 


高 ス ピン 有機 分 子 お よび 分 子 集 合体 一 一 有機 強 磁性 体 へ の アプ ロー チーーーeeeeeeeeeeeeereeeeeeeeeeeeeeeeee 岩村 秀 ・ 泉 岡 明 
ジオ ル ガ ノ ビス (第 三 級 ホス フィ ォ ン ) パ ラジ ウム (本 ) 錯 体 の 選 元 的 脱 離 反応 eeeereeeeeeeeeeeeeeeeeeee 小沢 文 幸 ・ 山 本 明夫 
1. 物理 化学 ・ 工 業 物理 化学 
a) 構 & 
2- メ チル ピリ ジン =1- オ キン ド お よび 2- メ チル -dg- ピ リジン =1- オ キン ド の マイ クロ 波 ス ペ マク トル 
遠藤 邦彦 ・ 藤 雄 一 ・ 田 充 弘 ・ 古 橋 昭 子 
cis, gauche, gauche- 亜 硝酸 プロ ピル の マイ クロ 波 ス ペク トル ee 遠藤 邦彦 ・ 古 橋 昭子 
b) 物 性 
水 お よび 非 水溶 媒 へ の 気体 の 溶解 に 関す る Abraham DBP erreereeceeeeessseeeeeessesseeeeeeeeeaeees 中 鳥 紀美 枝 ・ 竹 山 尚 腎 
ピリ ジン 中 で の テト ラブ プチ ルアン モニ ウム 塩 の 解離 お よび カチ オン の 挙動 に 関す る 電気 伝導 度 的 研究 
酸化 亜鉛 - 酸 化 ア ルミ ウム 固体 間 反 応 の 速度 に 対す る D 久野 
d) 電気 化学 ・ 光 電気 化学 
クロ ノア ン ペ ロメ トリ ー に よる フレ ッシュ コン クリ ー ト 中 の 塩化 物 イ オン 含有 量 の 評価 
CHER CV) BEARD 松本 泰道 ・ 山 和 義 ・ 佐 藤 栄 一 
白金 塩化 物 の 熱 分 解 と 白金 被覆 電極 へ の 応用 eeeeeeeeeeeeeeesseereeeeseeeeeeeeeeeeeseeseeeeeeee 神谷 信行 ・ 星 野 議 一 ・ 太 田 健一 郎 
導電 性 高 分 子 被 ITO/p-Si 複合 電極 の 光電 気化 学 特性 
移 金属 化 物 触媒 を 用 いた ガス 拡散 型 酸素 電極 三浦 則雄 ・ 内 清 水 陽 一 ・ 山 
欠陥 ボロ ョ ブス カイ ト 型 酸化 物 SrZri_zAlz0s-。 の 粒子 お よび 粒 界 に お ける 酸化 物 イ オン 伝導 お よび 
清水 康博 ・ 成 清 友 希 ・ 荒 井 弘 通 
アン ダー ポテ ン シ ャ ル 析 出 に よる メタ ノー ル お よび ギ酸 燃料 の アノ ー ド 酸化 反応 の 高揚 と 
LISTED 7 神谷 信行 ・ 寺 崎 達 
銀 - 酸 化 銀 電極 の 酸化 ・ 還 元 挙動 に だ お ょ ぼ す 水 酸 化 モン ゥ ム の 影響 
水素 イオ ン 濃 度 の 電位 差 測 定 に お ける 液 間 電位 差 の 評価 emereeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee 松下 + AIGA 
プ ョ トン 導電 性 固体 電解 を 用 いた 電位 検出 型 溶存 酸素 セン 茂樹 ・ 三 浦 則雄 ・ 山 
クロ ルプ ロマ ジン の 電極 酸化 反応 に お ぼ す 共存 電解 の 影響 哲 ・ 楠 文代 
Y 7 FA b 堀田 紀 好 ・ 西 川 優 人 ・ 河 上 健司 
光電 変換 機能 を 有する 電解 酸化 重合 高 分 子 グ ョ ー ダ ミン B 二 層 型 薄膜 の 形成 
y SA Na 8- ア ルミ ナ 薄 膜 の 作製 と イオ ン 延 ・ 金 丸文 一 
f) コロ イド ・ 界 面 化学 
L113,3,3- ヘ へ キサ フル オロ -2- プ ロバ ノー ル 燕 気 に よ る 種々 の 金属 酸化 物 表 面 の 処理 ーー =A + Wa He 


長 鎖 ア ルキ ル 基 を も つ ョ ー ダ ミン B 色 素 の 合成 と Langmuir-Blodgett 膜 の 作成 


I 米沢 義朗 ・ 大 野 雅 史 ・ ・ 綿 谷 和 浩 ・ 羽 田 
マイ クロ ョ コンピュー ター 制御 分 子 昧 積 装置 の 試作 と ジヒドロ アイ リス キノ ン LB 膜 へ の 適用 …………… 加藤 貞二 ・ 渡 辺 勉 
酸化 マン ガン (WM) 表面 の 酸 塩 基 特 人 性 に 対す る 加熱 処理 の 影響 meusrerereeeee・ 田村 統 基 ・ 片 山 則 昭 ・ 永 山 政 一 ・ 古 市 隆三 郎 
水溶 液 中 の 尿素 に 対す る 陽 イ オン 交換 樹脂 の 吸着 性 能 の 検討 藤田 良枝 ・ 岡 進 
ZSM-5 系 ゼオライト の メタ ン 吸 着 特性 の 赤 外 分 光 法 に よる 研究 山崎 達也 ・ 綿 貫 。 勲 ・ 小 沢 泉 太 郎 ・ 荻 野 義 定 
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日 本 化 1987 No. 12 


リン 脂質 へ の トリ ウム (MV) イオン と テト ラフ ェ ニ = ル ホ ウ 酸 イオ ン の 相乗 着 
1- ヘ キサ デカ ノー ル / オ クタ デシ ルト リ メ チ ルアン モニ ウム クロ リド / 水 の 三成 分 系 に お ける 
会 合体 の 形成 errrrerrerreereereeereeerreeeerrerrer eee 山口 道 広 ・ 


渡辺 勉 ・ 松 村 英夫 


野田 章 1632 


2. 


a) hh 媒 


高 シ リカ 型 ZSM-5 に よる メタ ノー ル か ら の 低級 オレ フィ ォ ン の 合成 
アル カリ 土 類 金属 含有 ゼオライト に よる メタ ノー ル か ら の 低級 オレ フィ イン 合成 
岡 戸 ・ 司 ・ 川 村 吉 成 ・ 神 徳 泰 山 崎 康 ・ 佐 野 治 ・ 高 谷 生 25 
カル シウム 含有 ゼオライト の 合成 と を の メタ ノー ん ル 転 化 反 応 に お ける 触媒 性 能 
岡 戸 秀夫 ・ 庄 宏 ・ 川 村 吉 成 ・ 塩 見 高谷 晴 生 962 
高慢 焼成 シリ カゲ ル 表 面 の キャ ラク タリ ゼー ツジ ション eeeeeeeeeeeeeeeseeeeeereesereeeeee 謝 薄明 己 ・ 阿 部 将 起 ・ 松 下 義 信 ・ 手 島 昭 1639 
金属 担持 Y 型 セオ ライ ト 触 尋 に ょ る クメン 分 解 反 応 お よび トル ニ ェ エン 不 均 化 反 応 に 対す る 
日 高 節夫 ・ 飯 野 明 ・ 三 谷 ・ 仁 田 健 次 ・ 山 1646 
メタ ノー ん ル ん ル 転化 反応 中 に お ける カル シウム 含有 ゼオライト の 酸性 点 の 安定 性 
岡 戸 夫 ・ 庄 司 Ke - HARK - 1654 
メタ ノー ル ん 転化 反応 に お ける カル シウム 含有 ゼオライト 触媒 の 寿命 に お ょ ぼ す アル カリ 土 類 金属 塩 の 
b) 触媒 調製 


希土類 元素 と スト ョ ンチ ウム の 複合 酸化 物 の 硫化 ・ 酸 化 処 理 に ょ る 光触媒 活性 の 発現 


米村 道子 ・ 関 根 忠 ・ 上 田 RE 156 
水 に 分 散 さ せ た 和 亜硫酸 カル シウム の 加 圧 下 に お ける 酸化 ーー……………… 松井 。 博 ・ 網 田 佳 代 子 ・ 橋 詰 源 歳 ・ 足 立 吟 也 ・ 塩 川 二 朗 165 
アル ミン 酸 カ ル シ ウ ゥ ウム - 二 酸化 ケイ 素 - 二 酸化 マン ガン 成形 体 触媒 の 一 酸化 応 素 酸化 特性 

esoseseesessecseesecsesssesesesessessesesssesessseseeseesscesssececesseesesessesacesceseeseseceseereseeseeses 西野 敦 ・ 木 村 邦 夫 ・ 小 野 之 良 630 
アァ ルミ ン 酸 カル シウム - 二 酸化 ケイ 素 - 二 酸化 マン ガン 成形 体 触媒 の 一 酸化 炭 素 酸 化 特 件 に お ょ ほぼ ほす 
西野 敦 ・ 竹 内 康弘 ・ 曽 根 高 和則 638 
アル ミン 酸 カ ル シ ウ ゥ ウム - 二 酸化 ケイ 素 - 二 酸化 チタ ン 成 形体 担持 Pt-Pd 系 触媒 の 一 酸化 誠 素 酸化 特性 

西野 敦 ・ 小 野 良 ・ 本 浩 直 ・ 竹 内 康弘 645 
Mossbauer 分 光 法 お ょ び 電 子 顕 微 鏡 観察 と ょ る 鉄 担持 Y 型 ゼオライト の 研究 

日 商 節 夫 ・ 飯 野 明 ・ 実 武治 ・ 仁田 健次 前 田 米蔵 1659 
c) 触媒 反応 機構 
高 濃度 テ ョ ポリ 酸 水 溶液 中 の イッ プ テ ン 水 和 反応 機構 青島 - 976 
高 濃度 へ テ ョ ポリ 酸 水 溶液 中 の 混合 ブテン の 水 和 反 応 の 選択 性 と 反応 機構 ee 青島 淳 ・ 山 松 節男 ・ 山 口 辰 男 984 
高 濃 度 へ テ ョ = ポリ 酸 水 溶液 中 で の イッ プ テ ン の 水 和 反応 に 対す る 含 酸素 有機 化合 物 の 添加 効果 


フェ ノー ん ル 樹 脂 繊 維 を 原料 と する 繊維 状 活性 談 の 製造 と 分 子 ふ るい 特性 


eseesesessseesesessesesesssessssestesesiesessssssssseessosecesesessecsseseseseetacasseceeg 鼻 岡 成 光 ・ 阪 田 祐 作 ・ 田 中 栄治 ・ 内 藤 龍 之 介 990 
分 子 ふ る い 誠 素 の 設計 一 一 液 相 に お ける 形態 ・ 寸 法 の 異な る 各種 染料 の 吸着 一 一 

岡 成 光 ・ 阪田 祐作 田中 栄治 ・ 2260 
繊維 状 お ょ び 粒 状 活 性 炭 に ょ る 水溶 液 中 の ポリ エチ レン グリ コー ル 類 の 分 子 ふ る い 吸 着 

岡 成 光 ・ 田 中 栄治 ・ 阪 田 祐作 ・ 内 藤 龍 介 2267 


e) 触媒 応用 反応 
アル カリ 土 類 金属 含有 ゼオライト を 用 いた メ ぇ メタノール か ら の 低級 オレ フィ イン 合成 に お ける 
SiO2/Al20。 比 の 影響 MAGA + IDA - 


渡辺 日 出 夫 ・ 高 谷 晴 生 791 


(2) 


1763 


報 次 


ァ アンモニア に よる 一 酸化 の に お ける 活性 よび PAN-ACF の 触媒 活性 
持田 勲 ・ 藤 津 博 ・ 白 石 育夫 ・ 井 田 四 郎 
Co-Mn-Br 系 触媒 に ょ る 2,6- ジ メチ ルナ フタ レン の 液 相 酸 素 酸化 神谷 佳 男 ・ 田 口 敏樹 ・ 二 々 村 RR 
シン シリカ, チタ ニア , 酸化 = オブ ある い は 酸化 タン タル に 担持 し た = ニッケ ん ル 触媒 に よる プロ ピレン の 
MAC ivor-seveveeevercccccscecessesscensoranevecsssesssesesssenscsneseessssapesenesevenesessserssssesseseees 船越 正 機 ・ 太 田 光 治 ・ 井 上 博愛 


3. 無機 化学 ・ 無 機工 業 化学 

a) 構造 ・ 物 性 
PbSe-SnSe 人 工 超 格子 の 合成 と 構造 

b) 合成 ・ 反 応 
を 含む 二酸化 と 酸化 亜鉛 微粒 子 と の 大 信行 ・ 山 義 一 ・ 伊 藤 宏 ・ 水 谷 ・ 加 藤 誠 
ビス (リン 酸 水素 ジ ルコ 一 水 和 物 の 津波 古 充 朝 ・ 堀 井 洋子 ・ 成 相 裕 ・ 本 岡 
高温 下 に お ける ネオ ジム ・ イ ッ ト リ ウム フ > 化 酸化 物 の 熱 安定 性 ………… 高島 正之 ・ 加 納 源太 郎 ・ 平 尾 和 則 ・ 日 比 野 吉 高 

c) 無機 工業 化学 
イミ ド ビ ス (硫酸 ) 二 アン モニ = ウム と アミ ド 硫 酸 ア ン モ ニウム 混合 物 の 高温 加水 分 解 谷原 統一 
メチ ルポ リン ラ ザ ン の セラ ミッ クス 前 体 と し て の 可能 件 中 井戸 明 ・ 大 谷 
希土類 酸化 物 水 和 物 の 陰 イ オン 吸着 性 今井 秀秋 ・ 野 村 順 治 ・ 石 橋 。 譲 ・ 小 西 徳 三 
内 素 繊維 強化 アル ミニ = ウム 複合 材料 の 製造 と 機械 的 強度 LUE * 7 宏 ・ 住 吉 義 博 
クロ ミア 触媒 上 で の 塩化 水素 の 酸化 反応 ee 清浦 忠 光 ・ 吉 田 研 治 ・ 四 海 。 潔 ・ 三 谷 雄 行 ・ 戸 塚 安 昭 
年 硫酸 カル シウム 懸 濁 液 の 酸化 に よる 型 半 水 セッ コッ ゥ 針 状 結晶 の 生成 


松井 。 博 ・ 網 田 佳 代 子 ・ 橋 詰 源蔵 ・ 今 也 ・ 塩 川 二 朗 
ヶ ケイ 酸 カ リ 肥 料 の 焼成 反応 と 品質 の 向上 HOP + HGIRIE + ARIK 


化学 炎 法 に よる 金属 硝酸 塩水 深 液 か ら の 金属 微粒 子 の 製造 ceceeeeeeeeeeeeeeeeeeereereeeen 永島 和郎 ・ 森 満 由 紀 子 ・ 加 藤 昭夫 


4. 錯 体 ft 学 
hb) 合成 ・ 性 質 
| 渋谷 康彦 ・ 松 村 光 広 ・ 新 良 宏 一 郎 
イィ イミダゾ ー ル - な ら び に イミ ダ ゾ プラ ト - 銅 (TT) 錯 体 の 合成 と 性 質 今井 弘 ・ 大 野 秀 樹 ・ 田 村 裕 
c) 平衡 ・ 反 応 
N-(2- ヒ ドロ キシ ベン ジリ デン )-2- ヒ ドロ キン -5- 置 換 ア ニ = リン 類 の 紫外 吸収 スペ ベク トル と 酸 解 離 定数 
トリ ブチル ホ ス フ ィ ン を 含む メタ ノー 溶液 で の コバ ルト ( 有 ジオ キシ ム 錯 の 光化学 反 記 


7 分 析 tt 
a) 化学 分 析 
7 。 素 定量 法 CJIS K 0102(34.1)) に 対す る 二酸化 ケイ 素 の 品質 の 影響 we SR 洋 ・ 栗 野 真理 子 
b) 原子 スペ クト ル 分 析 
直接 黒鉛 炉 原 子 吸光 分 析 に お ける 分 析 精 度 お よび 感度 に お よ ぼ ほす 粉 体 試 料 の 分 散 件 の 影響 HATER + PAM 
有機 溶媒 中 の マグ ネ シ ウ ム の フレ ー ム 原子 吸光 分 析 に お ける 旦 元 性 粉 体 の 添加 効果 ee 吉村 長 蔵 ・ 藤 野 降 由 
c) 分 子 ス ペク トル 分 析 
2-(5- プ ロモ -2- ピ リ ジ ル アゾ)-5-(NM- プ ロビ ピル -3- ス ル ホ プロ ピル アミ ノリ フェノール に よる 
ルテニウム ( 札 ) の 吸光 光度 お よび 一 次 微分 吸光 光度 定量 四 條 好雄 ・ 中 治 一 成 ・ 
d) 電気 化学 分 析 
接触 ポー ラロ グラ フ 法 を 用 いた 高速 液体 ク ョ ロマ トグラフ 法 に よる カテ ュー ル ア ミ ン 類 の 分 析 
清 ・ 吉 田 仁 志 
e) クロ マト グラ フ 分 析 
海水 中 の 塩化 トリ プチ ルス ズ の 光 分 解 高橋 一 嶋 ・ 吉 野 登 統 ・ 大 八木 義 導 
高速 液体 クロ ョ マト グラ フォー に よる 堆積 物 中 の ク r ョ フィ ん 分解 過程 の 研究 
芳 竹 良 彰 ・ 垣 内 喜久 子 ・ 合 田 四 郎 ・ 山 崎 秀 夫 ・ 重 松 恒 信 ・ 西 川 泰 治 
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イオ ンク ロマ トグラフ ィ ォ ー に よる セッ コウ 中 の ク ェ ン 酸 塩 の 定量 
松井 fit 網 田 佳代 子 橋詰 源蔵 足立 吟 也 塩川 二 1016 
f) 溶媒 抽出 ・ そ の 他 の 分 離 法 
トリ オク チル アミ ン 抽 出 法 に よる ガリ ウム ( 想 ), イン ジウ ム ( 想 うお よび アル ミニ ウム (想う の 分 離 


CM) VR, マ 酸 お よび シュ ッ ウ 酸 の 起 分離 野崎 827 
銅 (CT) う イオ ォ ン を 選択 的 に 捕 集 する マ ョ ン 酸 ジ ヒ ド ラ ジ ド 系 キレ ー ト 樹脂 eer SIF 弘 ・ 佐 藤 康之 ・ 田 村 和裕 1550 


新しい キャ リヤ ー と 乳化 剤 を 用 いた 乳化 型 液 膜 に ょ る 水銀 (T) う の 分 離 ・ 濃 縮 
obensecersercdeerecedecdecerecbstnesredsvisdeetecrnsscsregeeserssoeseveceseres 馬場 由 成 ・ 井上 勝利 . 中 塩 文 行 . 松本 道明 
放射 化学 分 析 
多摩 川 水 系 に お ける 微量 元素 の 挙動 ere 鈴木 章 悟 ・ 平 井 昭 司 1678 
h) 質量 分 析 
Townsend 放電 を 利用 する 化学 イオ ン 化 質量 分 析 法 に お ける 試薬 ガス の 基礎 的 検討 ……… 代 島 茂樹 ・ 飯 田方 男 


後藤 雅宏 1623 ポ 


8. 有機 化学 ・ 有 機工 業 化学 


a) 構造 ・ 物 性 
可視 吸収 スペ ベクトル に よる 分 散 型 アソ 染料 と ポリ (エチ レン テレ フタ レー ト ) フ ィ ォ ル ム の 相互 作用 の 検討 
— BIG McRae の 式 を 適用 し た 相互 作用 の 評価 一 一 ee 御園 生 半 久 ・ 谷 田部 佳 見 ・ 長 尾 幸 徳 ・ 阿 部 芳 首 831 
9- 置 換 9-(2- ジ メチ ル ア ミ ノ フ ェ ニ ル ) フ ルオ レン 誘導 体 の 配 座 平衡 な ら び に それ ら に お よ ぼ す 
b) 反応 と 合成 
2,8- ジ メト キン シン お よび 2,8- ジ ェ エチル ジ ペ ベンゾ フラ ン の 求 電子 置換 反応 
・ 野 理枝 子 ・ 崎 力 ・ 斉 藤 平 ・ 森 田 俊 夫 ・ 北 嶋 英 35 
2,4- ジ アミ ノ -6,7- ジ ヒド ロイ ミダ [1,2-a][1,3,5] ト リア ジン 誘導 体 の 合成 照信 ・ 北 浜 PAS 40 
3-(2- ナ フチ ル チ オ ) プ ロビ ピオ ン ア ル デ ヒ ド の 閉環 反応 に よる ナ フ ト チ オビ ピラ ン 誘 導体 の 合成 
酸化 剤 存在 下 の ア クタ リジン 塩酸 者 と アニ リン の 反応 etre 北原 滝 男 ・ 高 野 二 郎 ・ 白 井 孝 三 122N 
光学 活性 ホル ミル ショ ウノ ウ 類 を 不 斉 源 と する グリ シン 誘導 体 の 不 府 アル キル 化 
木 ・ 平 見 通 ・ 谷 相 美 毛 利 ・ 合 田 ・ 藤 山 亮治 ・ 清 岡 一 186 
低 原子 価 ニ ッ ケ ル 錯 体 を 用 いる トリ フル オロ メタ ンス ル ホ ン 酸 アリ ー ル の Ullmann 型 
Do FY S 井上 祥雄 ・ 山 下 順 三 ・ 近 藤 志 ・ 橋 本 春吉 197 
4- ト リ メ チ ル シ ロ キン シ -1,3,8- ノ ナ ト リ エ ン の 合成 と 分 子 内 Diels-Alder 反応 
高木 ・ 山 田 道 ・ 大 杉 根 来 健 260 ポ 
塩化 チタ ン (M) 触 尋 に ょ る アン トラ キノ ン , アン トロ ン の カル ボ ニ = ニル 基 と アミ ン お よび 
フェ ナン トロ ー ル の クロ rr ロ - お よび プロ モ フ ェ ナン トレ ン へ の 転化 と を れ ら の 双極 子 モ ー メ ント の 測定 


TH 


t- プ トキ シン カル ボボ ニル お よび ベン ジル オキ シン カルボ ニル を NV- 保 護 基 と し た @- デ ヒド r ア ミノ 酸 と 
1-( ポ リフ ルオ ロア ルキ ル )-4- ア ザ -1- ア ゾ ニ アビ シク nr ェ ョ [2.2.2] オ クタ ン 塩 の 熱 開 環 反応 
正樹 ・ 福 西 興 ・ 野 村 元 昭 
パラ 位 に プ ョ トン 受容 性 置換 基 を も つ ア ァ アゾ キシ ペン ゼン と 硫酸 と の 反応 
sescnevenseesceseoesecbsseveesenevecseresssecseosaccoscosccosscessceceosesens 山本 二郎 ・ 田 中 信 導 ・ 山 本 雅彦 ・ 中 川 富 夫 ・ 会 見 博 範 851 
パラ ジウ ム に よる 4,6- 二 置換 2- コ ョ ー ド -1,3,5- ト リア ジン 類 の ホモ カッ プリ ング ダグ 
北嶋 英 ・ 高 橋 俊 章 ・ 清美 ・ 毛 海 1083 N 
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報 x A 次 


3,3ー- メ チレ ン ビ ス ( グ アイ アズ レン ) の 極性 非 プ ョ トン 溶媒 中 に お ける 自動 酸化 生成 物 の 構造 と 


生成 機構 の 考察 松原 義治 ・ 武 一 ・ 井 端 勝 裕 ・ 山 本 ・ 野 副 鉄 
金属 塩 含 有 ア ルカ ヵ カリ 水溶液 中 に お ける 化学 量 論 量 の 亜 臭素 酸 ナ トリ ウム に よる ao-vA-NAD 

F 7 b 俊文 ・ 吉田 幸夫 ・ 杉 崎 俊 夫 
アル ミナ 担持 塩化 鋼 うた る フェ ノー ル 類 の 位置 選択 的 塩素 小泊 満 生 ・ 高 橋 MAE 
ポリ フル オロ キル 基 を 含む セア ミド 化合 物 の 元 反応 山中 寛 城 ・ 高 上 裕二 ・ 原 正 樹 ・ 福 西 興 野 村 元 昭 
2,2- ジ クロ ロス ピ r ョ [シク ロロ プロ ペン -1,9- フ ルオ レン ] 誘 導体 と トリ ブチ ルス タン ナン と の 反応 

西田 ・ 古 林 司 ・ 秋 山 節 子 ・ 水 津 宏 ・ 藤 崎 静 男 ・ 梶 返 昭二 
高圧 下 の 1,2,4- オ キサ ジア ゾー ル 類 の 合成 FEA ATE MBH 動 ・ 後 藤 み どり 
N-(2- メ チル シク ロア ルキ リデン )-- ブ チル アミ ン の プロ ピオ ル 酸 メチ ル へ の Michael 付加 

伊藤 邦夫 ・ 茂 森 信 哉 ・ 宮 島 伸 

c) 反応 機構 
スル フイ ミド の 熱 分 解 反 応 に 対す る プ ョ トン 性 溶媒 の 影響 eee 作 道 栄 一 ・ 吉 村 敏 章 ・ 神 田 美夏 
重水 素 で 標識 し た 1- プ ブタ ンチ オー ル 類 (1, 1-d2-, 2,2-d2-, 4,4, 4-ds-) と 水素 原子 お よび 

重水 素 原 子 と の 反 加茂 B 
低圧 熱 分 解法 に ょ よる チェ タン の 熱 分 解 経路 の 解明 山田 ・ 加 茂 Ke 
有機 過 酸 = ステ ル の 芳香 族 チ オビ ピリ リウ ム 塩 に よ ょ る 増 感光 分 解 と この 混合 系 を 開始 剤 と し た 

ビニ = ル モ ノ マー の 増 感光 重合 eneeeeeeeeeeeeereseeeeeeeeeeeeeeeeeeee 後藤 義隆 ・ 山 田 栄一 ・ 中 山 雅 陽 ・ 徳 丸 克 己 ・ 新 井 達郎 
低圧 熱 分 解法 に よる ア ゼ チ ジン の 分 解 機構 の 解明 ere 加茂 役 ・ 山 田 宗 慶 ・ 湯 。 潔 ・ 大 嶋 洋三 ・ 天 野 FR 
置換 ベン ゼン 類 の Friedel-Crafts フェ ニル スル ホー ニル 化 反 応 の 速度 論 的 研究 

吉井 善弘 ・ 伊 東 昭 平 嶋 恒 真 負 修 
2- プ ロ パ ノー ル 水 溶液 中 で の 四 塩 化 談 素 の 放射 線 に ょ る 脱 塩 素 反 応 に お よ ぼ ほす 界面 活性 剤 の 影響 

0 宮田 定次郎 ・ 作 本 彰久 

d) 有機 金属 化学 
N- シ リル アミ ン の NN- シ アノ アミ ノ 化 合 物 へ の 付加 反応 ee DARE + BF 敏 ・ 狩 谷 幹 夫 ・ 市 川 英 一 
N- シ リル アミ ン の NM- シ アノ アミ ノノ 化合物 へ の 付加 反応 に お ける 溶媒 の 影響 お よび アミ ン 塩 の 効果 

1H-NMR に よる (置換 フ ルル) フェ セ VRAD 立体 配 座 の 検討 林 be fe ・ 田 
ポリ カル ボ シ ラ ン の 酸化 反応 ee 市 川 宏 ・ 寺 西春 夫 ・ 石 川 徴 功 
液 相 熱 分 解法 に よる 鉄 カ ル ボ = ん ムル 化 合 物 を 用 いた 応 素 繊維 の 鉄 コ ー テ ィング ダグ 

フェ ロ セ ン 誘 導体 の 立体 配 座 と 'H- BLO BC-NMR 化学 シフ ト に お よ ぼ すか さ 高 い 置 換 基 の 影響 

岡田 豊 ・ 中 井 昇 ・ 中 村 武 ・ 林 降 俊 
AI MILAS b VILE BAY WAY F 7 AERIS OBR 市 川 

トリ フェ ニル スタ ン ナ ン - ラ クタ ム の 状態 に ける 田原 - MAY 

e) 有機 工業 化学 
石炭 液化 油 オ イル 分 の HPLC, GC/MS 法 お よび 電子 計算 機 を 用 いた 構造 解析 

一 化合 物 タ イプ 分 布 図 に よ ょ る 特性 評価 一 佐藤 正昭 谷 本 ・ 横 山 + 
芳香 環 ク ラス 分 別に 基づく HPLC-!H NMR に よる 石炭 液化 油 の 構造 解析 法 

旨 金 属 触媒 を 用 いる アク タリ ジン の 選択 的 水素 化 eeeeeeeeeeeeeeeeeeeee 持田 勲 ・ 大 平 正 人 ・ 坂 西夏 也 ・ 藤 津 博 ・ 岡 崎 博 
プロ モト リフ ルオ ロメ タ ン の 希釈 剤 共存 下 で の 熱 に お ける 反応 生成 物 久住 

9. 天然 物 有 機 化学 ・ 生 体 関連 化学 

a) 天然 物 有 機 化学 
N- オ クタ クタ デン シル スク アリ リウ ム 色 素 の 合成 ee 田中 基 雄 ・ 関 口 辰 夫 ・ 川 端 康 治郎 ・ 中 村 貴 義 ・ 高 田 栄 一 郎 
リモ ネン =1,2- オ キン シンド, 2- ピ ネン オキ ンド お よび 2(10)- ピ ネン オキ シド の 合成 ゼオライト 存在 下 で の 

ギ酸 に よる 分 解 野村 正人 ・ 原義 人 
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超 臨 界 二酸化 談 素 に ょ る スギ (Cryptomeria japonica D.Don) の 精油 成分 抽出 


畑田 清隆 ・ 浅 野 Me 豊 ・ 後 富雄 931N 
磯部 孝彦 ・ 野 田 幸 直 1853 


b) 生体 関連 化学 
尿毒 症 関 連 物 質 に 関す る 研究 一 一 尿 姓 症 人 性 ピー ク “2a” の 化学 成分 
篠田 一 ・ 佐 藤 正 喜 ・ 石 義雄 ・ 長 根 ・ 中 尾 正明 
ジクロロ (2- ア ミノ エチ ルス ル ホ ニル ) 和 白金 ( 了 T) 錯 体 と DNA 構成 え ク レオ シド と の 特異 的 相互 作用 


享 ・ 飯 田 武揚 ・ 河 ・ 宮 下 晃 三 田村 孝 719 
山本 浩之 ・ 西 田 綾 子 ・ 早 川 忠男 ・ 西 888 
好 熱 菌 の 耐熱 性 酵素 グル コキ ナー ゼ を 用 いる ISFET 型 グ ルコ ュー ス セ ン サ ー 

川辺 健 ・ 飯 田 武 揚 ・ 野 三 田村 «1719 
好 熱 菌 の 耐熱 性 酵素 グル タ ミ ン シン テ タ ー ゼ を 用 いる ISFET 型 - グ ル タ ミ ン 酸 セン サー 


飯田 武揚 ・ 川 辺 健 ・ 野 文雄 ・ 三 田村 KE - 


10. 高 分 子 化 学 


Poly[ 4-phenylene) carbonylimino-1, 4-phenylenemethylene- 
1,4-phenylene}] フォ ルム の と 熱処理 橋本 穂 ・ 平 井 + 伸 ・ 横 森 久 美子 ・ 高 橋 1580 


ゲル 汽 過 法 に よる ポリ リン 酸 カ リウ ム の 分 別 と 固有 粘度 - 分 子 量 関係 式 
中 原 久 ・ 小 林 悦 


ミノ -4-(m- ア ミノ アニ リノ )-6- イ ッ プ ロペ = ニル -1,3,5- ト リア ジン の 自己 重 付 加 に ょ る 


2- ア セチル アミ ノ -4- イ ソ プ ロ ョ ロペ ニル -6-(NM- メ チル アニ リノ )-1,3,5- ト リア ジン の 合成 と 重合 

結城 康夫 ・ 国 貞 雄 ・ 遠 藤 郎 ・ 神 谷 誠 78 
4-(N- ア ルキ ル ア ニ リノ )-2-( ア ミノ また は アニ リノ の)-6- イ ソ プ ョ ロペ = ル -1,3,5- ト リア ジン の 重合 

結 康 夫 ・ 国 貞 秀 雄 ・ 内 純一 ・ 滝 塚 典 和 224 
ラジ カル 重合 に お ける 成長 反応 に つい て 電気 陰性 度 か ら の 考察 eee 井本 OR + KARE 894 
アァ ント ラセン, フェ ナン トレ ン を 用 いた 縮合 多 環 芳香 族 炭 化 水 素 の 重 縮 合体 樹脂 の 合成 と 物性 

金子 友彦 ・ 田 悦 郎 ・ 金 沢 ・ 大 谷 杉 郎 1047 
スチ レン の ラジ カル 重合 に お ける メタ ノー ル の 影響 ee 山本 統 平 ・ 関 重利 ・ 蒲 池 幹 治 ・ 山 本 思 弘 ・ 広 田 正義 1585 
ポリ 塩化 アル ミニ = ウム と ポリ (硫酸 ビニ = ルカ リウ ム ) か ら な る 高 分 子 電 解 質 錯 体 の 構造 と 件 質 errr 菊池 康男 1589 
第 三 級 アミ ン 緩 衝 液 中 に お ける メラ ミン の ヒド ロキ シメ チル 化 反応 の 速度 論 佐藤 謙二 ・ 小 中 原 猛 雄 ・ 吉 井 仁 男 1725 
“ポリ 塩化 アル ミニ ウム "グリ コー ルキ ト サ ン お よび ポリ (硫酸 ビニ = ルカ リウ ウム) から な る 高 分 子 錯体 ーー…… 菊池 康男 1734 
プラ ズ マ 駒 射 し た 無機 基 材 に よる ビニ = ル モ ノ マー の 重合 辰己 正和 ・ 中 塚 稔 之 ・ 岡 下 稔 ・ 江 川 洋介 ・ 山 本 清香 2315 
有機 また は 無機 の カチ オン 性 お ょ び ア ニ = オン 性 高 分 子 か ら な る 高 分子 錯 体 膜 構造 と 分 離 特 件 ee 菊池 康男 


人 1. 材 料 ft 学 


a) 界面 活性 物質 


b) - 
磁性 金属 粒子 の 有機 カプ セル 化 と 高周波 用 圧 粉 鉄心 へ の 応用 ere 落合 久美 ・ 堀 江 宏 道 ・ 蒲 原 沿 准 ・ 森 田 幹 郎 233 
金属 表面 上 に お ける 6- 置 換 -1,3,5- ト リア ジン -2,4- ジ チオ ー ル - ナ トリ ウム 塩 の 造 膜 反応 
森 邦夫 ・ 斉 藤 実 ・ 中 村 郎 725 


ステ ン レ ス 鋼 の 高温 酸化 お よび 孔 食 の 研究 BE ARE 1054 
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報 文 目 


周期 的 逆 電 流 法 と 定 電 流 パ ルス 法 に よる パラ ジウ ム - ニ ッ ケ ル ん 合金 めっき ee oe 5 


明 

橋 か け ポ リ [( ク ロロ メチ ル ) ス チレ ン ]- シ リカ ゲル 複合 体 を 基体 と する 吸着 剤 の 製造 と 吸着 特性 
板橋 修 ・ 後 藤 富雄 ・ 森 谷 博 
電子 スピ ン 共 鳴 法 に ょ る リン 酸 塩 皮 虹 結 晶 中 の = > ケル 成分 の 状態 解析 erieeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee 佐藤 登 ・ 南 達郎 


c) 
ポリ [( ア ルキ ル ア ミ ノ メ チ ル ) ス チレ ン ] ビ ー ズ の 高速 液体 クロ マト グラフ 4 —ApewAe LUC ORI 


クラ ウン エ テー テル と カル ボン 酸 か ら な る 協同 担体 に よる アル カリ 金属 イオ ン の 輸送 


ポリ アミ ド 酸 ラテ ックス の 銅板 上 へ の 電 着 に より つく られ た フォ ルム の ポル フィ リン に よる 熱 宏 定 化 ………… 円 満 字 公 術 
“ポリ 塩化 アル ミニ = ウム "と ポリ (硫酸 ビニ = ルカ リウ ム ) か ら な る 高 分 子 錯体 膜 の イオ ン 能 動 輸 送 と 

選択 透過 性 econeeeeeeeseeeeeereeeeeeereererreteereeeeereerrererereerreeeeeeereeeereeeeeeeeeeereeeeeeeeeeeeeeeeereeeeeee 菊池 康男 
d) 機能 材料 

メソ フェ ー ズ ピッ チ の 水素 化 と 熱処理 に よる 異 方 性 組織 の 形成 ee 山田 能生 ・ 坂 脇 弘二 ・ 井 田 四 郎 


[2-( ジ ェ チ ル ア ミ ノ ) エ チル] デキ スト ラン 塩酸 塩 , グリ コー ルキ ト サ ン お よび 人 硫酸 ニス テル 化 
ポリ (ビニ = ル ア ル コー ル ) の 3 成分 か ら な る 高 分 子 電 解 質 複 合体 お よび これ ら の 能動 輸送 ・ 選 


択 透 過 購 eeeeeeeseeeeeseeeeerereeeeeeeeeerrreeeeeereeeererrreeeeeeeeeeeeeeeereeeeeeeeeeeeeee 菊池 康男 ・ 久 保田 直 治 ・ 田 川勝 利 
キラ ル 分 子 を 構成 成分 と する 新しい ス メ ク チ ッ ク C 液 の 円 偏光 二 色 鹿野 
液晶 性 を 示す フマル 酸 誘 導体 の 合成 と 熱 的 お よび 電気 光学 的 性 質 

杉山 一 男 ・ 坂 本 昭彦 ・ 村 田 重 ・ 白 石 ・ 大 津 隆行 
アァ ミド オキ シム 樹脂 の 海水 ウラ ン 吸 着 特 性 に 対す る アミ ドキ ン ム 化 反 応 条件 の 影響 

堀 古 崎 新 太郎 ・ 郷 高 信 ・ 岡 本 次 郎 
CaSO。・2 H20 : Ce か ら fF Lic CaS: Ce の 結晶 形状 松井 博 ・ 網 田 佳代 子 ・ 橋 詰 源 ・ 立 吟 也 ・ 川 二 
新しい LB 作製 装置 の 試作 と ステ アァ リン 価 金属 塩 単 分 子 膜 の 積 へ の 応用 条 男 ・ 田 坂 茂 ・ 宮 田 清蔵 

8) 色素 材料 
トリ アジ ニ = ルス チル ベン 系 蛍光 増 白 染 料 の 水溶 液 中 に お ける 吸収 スペ マク トル と 光 退 色 挙 動 

カル ババ ゾー ル ジ オ キサ ン 類 の 合成 と 構造 ere PE 久夫 ・ 平 沢 冷 次 ・ 北 原 清志 
メチ レン ブル ー の 光 退 色 に お およぼす シ クロ デキ スト リン , カフ ェ イ ン お よび 核酸 塩基 の 添加 効果 

ロイ コト リフ ェ ニ = ル メ タン 誘導 体 の 合成 と 紫外 ・ 可 視 吸 収 ス え ペ クト ル 

長尾 幸徳 ・ 阿 部 幸 大 山 司 ・ 阿 部 ・ 御 園生 美久 

h) セラ ミッ クス 
単 ー ル 体 超 急冷 法 に よる 非 品質 酸化 バナ ジウ ム (V) の 結晶 化 山崎 務 ・ 野 崎 志 真 子 ・ 鈴 木 

i) 特殊 金属 材料 

n) tt 
凍結 モン モリ ロナ イト の X 線 回 折 お ょ び DSC 測定 一 一 凍結 ペー スト 中 の 未 凍 結 水 量 と 


( 


13. 環境 ・ 安 全 化学 


a) 大 気 汚染 
標 に よ ょ る 大 気 環境 の 評価 方 法 の 


新しい 指標 AQI の 提案 と 神奈 川 県 地域 に お ける 試算 Hal He 
汚 に ょ る 神奈 川 県 地域 の 大 気 環境 の 経年 的 評価 木 義夫 


大 気 中 の 塩化 アン モニ = ウム お よび 硝酸 アン モニ = ウム の 挙動 と その 解離 平衡 
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b) HARK 
活性 炭 に 吸着 し た 有機 次 剤 の 加熱 脱着 曲線 と 脱着 率 の 簡易 推算 法 二 errrereeeeeeereeeee・ 保利 一 ・ 田 中 勇 武 ・ 秋 山 高 922 
c) 水質 ・ 排 水 処理 
次 亜 塩素 酸 - 鉄 (CT) 塩 を 用 いる 有害 金属 連続 一 括 処 理 プ ョ セス の 自動 制御 ee 育 木 豊 明 ・ 人 亀井 正之 ・ 宗 森 信 107 
金属 イオ ン の キレ ー ト 樹脂 へ の 吸着 に お よ ぼ す 磁 場 の 影響 ee FHE 淳 ・ 市 石 知 史 ・ 神 田 博 克 ・ 小 川 忠彦 243 
放射 線 に よる クロ ロホ ルム HE D 荻田 八田 博司 西本 清 一 gt 248 
ン 酸 化 法 と 電解 法 の 併用 に る エチ レン グリ コー ル の 分 解 高橋 信行 AA 収 743 
シリ カ - ア ルミ ナ 触 媒 存 在 下 で の 高密 度 ポ リエ ェ チ レン の 劣化 - 異 性 化 反 応 に ょ る 
ALY 南部 秀 三郎 ・ 石 原 由 美子 ・ 本 間 秀 樹 ・ 武 末 知 行 ・ 池 村 765 
中 の 水銀 (TT の 陰 イオ ン 交 換 樹 脂 よび キレ ー ト 樹脂 に よる 除去 白 標高 史 ・ 柿 井 一 男 ・ 山 光央 1609 
性 汚泥 か ら の 水銀 の 抽出 除去 東山 白 標 高史 2344 
d) 廃棄 物 処理 
スル ホン 化 炭 の 製造 と その 酢酸 ェ チ ル 加 水分 解 触媒 へ の 応用 eee 山口 達 明 1092 ポ 
f) そ の 他 
貴 性 芳香 族 化合 物 の 分 子 表面 積 こ と ょ る 水 へ の 予測 岸 秀子 ・ 中 村 正 ・ 橋 本 芳 一 1615 


15. 源 ft 学 


c) 生物 


キレ ー ト 樹脂 に ょ る 天然 ガス 付随 か ら の ホウ 素 の 誠二 ・ 山 内 


論文 特集 「 分 子 認 識 と その 応用 」 
SIP 』 谷 孝子 ・ 田 伏 岩 夫 


窒素 原子 を 含む ビス (クラ ウッ ン エ テー テル ) の アル カリ 金属 イオ ン 選 択 性 電極 へ の 応用 
木村 恵一 ・ 大 石英 樹 ・ 坂 本 英文 ・ 庄 野 利之 


高い 親水 性 を も つえ ピン 標識 クラ ウッ ウン エー テル の 金属 イオ ン 抽 出 機構 


リア ミン 化合 物 の 結石 溶解 へ の 応用 倉本 康弘 ・ 木 村 栄 一 288 


円 筒 状 界 面 活性 8- ン シク ョ デキ スト リン 誘導 体 - へ > プ タ キ ス (6- ア ルキ ル チ オ -6- デ オキ ンー- 
2-0- ス ル ホ )-8- シ クロ デキ スト リン の 和 包 接 機能 一 一 堂 光 プロ ョ ー ブ に よる 検討 一 


oedema Ge i 高橋 久雄 ・ 入 夏 裕 一 ・ 辻 本 宗 一 ・ 幸 塚 正 児 ・ 太 垣 和 一 郎 293 
6A6B, 6A6C, 6A6D- ビ ス ( ナ フチ ルス ル ホ ニル オキ ン )-8- シ クロ デキ スト リン の 

ゲス ト 包 接 時 に お ける 配 座 変化 errr 藤田 佳 平 衛 ・ 田 原 務 ・ 古 賀 俊 隆 ・ 井本 泰治 300 
シン クロ デキ スト リン と 脂質 膜 と の 相互 作用 etre 宮嶋 孝一 郎 ・ 斉 藤 博 幸 ・ 中 垣 正 幸 306 


光学 活性 サイ クレ ン を 配 位 子 と する コバ ルト ( 想 ) 錯 体 に こよ ょ る 分 子 認識 一 一 (&- ア ミノ -&- メ チル マロ ナ ト ) 

((2R, 5R, 8R, 11 R)-2,5, 8, 11-F FHF N-1,4,7,10-F HY KF AY) 

過 塩 素 酸 塩 ・ 四 化 物 の 結晶 構造 と その 不 斉 酸 反 応 一 


(R,R)- お よび (S$, S$)-1,2- シ ンク ロロ ヘ キサ ンジ アミ ン NiCd) 錯体 と たよ る アル ドー ス の 
高橋 利和 ・ 矢 野 重 信 ・ 吉 川 雄 ・ 真 信 328 
三 元 系 鋼 (TTU)- ジ アァ ミン - ア ミノ 酸 錯 体 に お ける 分 子 内 芳香 環 ス タッ キン グ 相 互 作 用 
ーー スタ ッ キ ング に よる 錯体 の 安定 化 と に だ お ょ ほぼ ほす = ト 置換 基 の 効果 一 一 ere 小谷 明 ・ 山 内 i 336 


光学 活性 環 捧 ペプチド お よび 環状 アミ ド に よる シア ノ ヒ ドリ ン の 不 斉 合成 
林 裕 ・ 小 林 良 ・ 宮 路 ・ 井 上 祥平 
生物 系 に よ ょ る 分 子 内 左右 区 別 反 応 一 一 8a- メ チル -cis-2,7- デ カリ ンジ オン の 微生物 学 的 還元 と 


光学 活性 1- メ チル ツイ スタ ン の 易 合 成一 AA e 金光 高 正 e ABA, 351 
メデ ィ ー タ ー 保 持 型 素 機能 電極 と その 電解 合成 へ の 利用 Fil 功 358 


粘土 面 上 に お け る 吸着 分 間 の 立体 選択 的 相互 作用 E rb 372 
機能 性 分 子 集合 体 に よる ェ エナンチオ マー 識別 反応 一 一 ミセ ル 系 エス テラ ー ゼ モデ ル に つい て 一 一 
上 龍一 ・ ・ 松 本 陽子 
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置換 基 の 形 の 類似 性 を 表わす パラ メー ター (SD 一 一 特異 的 な 分 子 識別 と の 関係 一 
伊藤 ・ 加 藤津 一 ・ 美穂 ・ 遠 藤 
テト ラナ クチ ン の イオ ン 認 識 と 浴 媒 和 上 野 雅 晴 
層状 チタ ン 酸 H2Tig0, お よび H,Ti,O,-H,O へ の イオ ン 交 換 反応 に よる Eu3+ BLY 
Tb3+ JER 一 ・ 吉 川 信 一 ・ 小 泉 光 恵 
水溶 液 中 に た お ける アダ マン タン カル ボン 酸 イ オン と の 和 包 接 化合 物 形成 に よる シク ロ デ キ スト リン の 
浴 解 度 変化 小宮 山 真 ・ 平 井 英史 
イソ ョ イシ ル tRNA 合成 酵素 に よる イ ョ イシ ン の 分 子 認識 の 解析 
ジ ペ プチ ド 基 を 有する ポリ マー に ょ よる 光学 活性 な テス テル 類 の 立体 選択 的 加水 分 解 
光 応 答 人 性 クラ ウッ ン エー テル を 含む 高 分 子 / 液 卓 複 合 薄膜 に ょ る K* 透過 の 光 制 御 
菊池 片 寄 雅弘 ・ 新 海 征治 ・ 真 負 
アザ クラ ウン エー テル を 用 いる アル カリ 金属 イオ ン の 選択 的 液 膜 輸送 ーー 中 辻 洋司 ・ 坂 本 雅之 ・ 岡 原 光男 ・ 松 嶋 健 見 
光学 活性 ポリ (メタ クリ ル 酸 トリ フェ ニル メ チル ) を 化学 結合 し た シリ カゲ ル の 調製 と 
高速 液体 ク ョ マト グラ フォ ー に よる 光学 分 割 へ の 応用 岡本 佳 男 ・ 毛 利 晴彦 ・ 中 村 雅 昭 ・ 畑 田 弥 一 
光学 活性 WN- ア ン ル アミ ノ 酸 -11- ア ミノ クラ ウン デシ ルン シリ カ 固 定 相 を 用 いる 高速 液体 クロ マト 
グラ フィ ォ ー に よる 光学 異性 体 の 分 苑 山下 順 三 ・ 北 弘志 ・ 多 田 万 里 ・ 沼 倉 孝 ・ 橋 本 春吉 ・ 高 井 信治 
YIBFEARY FIRIC 7 石原 一 ・ 鈴 木 七美 ・ 松 井 清 英 
種々 の 合成 ポリ アミ ノ 酸 を 担持 し た 高 分 子 吸着 剤 に よる 光学 異性 体 の クロ マト グラ フィ ー 人 分割 
木庭 明 ・ 土 井 由 佳 ・ 西 梶 隆 ・ 緒 方 直哉 
バイ オア フィ ォ ニ ティー セ ン サ ー の 分 子 認識 部 位 設 計 だ お よび その キャ ラク タリ ゼー ンション AVE AES + HeLa A 


パラ ジッ ウム を 真空 燕 着 し た 水 卓 発 振子 に よ ょ る 不 活 性 な が ケス 中 の 水素 の 検出 水谷 文 一 ・ 阿 部 さつき ・ 吉 田 忠 雄 
酸化 物 半 導体 マテ ョ 接触 に ょ る 一 酸化 ガ ダス の 識別 


中 村 吉 伸 ・ 鶴谷 勝 ・ 岡 田 ・ 河 本 邦 仁 ・ 柳 田 博 明 
半導体 / 高 分 子 イ オン 交換 膜 接合 系 を 用 いる イオ ン セ ン サ 光則 ・ 寛 ・ 木 村 ・ 川 
キャ リヤ ー 含 イ ン 膜 を 用 いる 上 り 坂 輸送 膜 セン 宇都 正 ・ 菅 原 正雄 ・ 夫 
スル ホン 酸 系 界面 活性 剤 を 用 いた 興奮 性 液体 膜 中 田 聡 ・ 吉 川 研 一 ・ 石 井 激 夫 
スピ ン キ ャ スト 法 に よ ょ る 酵素 固定 膜 の 調製 と 性 質 ーーー グ ルコ ュ コース オキ シン ダー ゼ 固 定 複 合 肛 一 一 ……… 仲川 勤 ・ 内 田 利久 
人 工 膝 臓 用 グル ュー ス セ ン サ ー の た め の グ ルコ ー ス 放 過 制限 膜 の 特性 
池田 章 一 郎 ・ 石 田 睦 ・ 伊 藤 
大 倉 國 利 ・ 中 尾 昭 公 ・ 市 橋 秀 仁 ・ 近 藤 達 平 ・ 小 島 洋 彰 
酵素 セン サー に よる デキ スト ラナ ー ゼ の 活性 測定 eeeeeeeeeereeeereeeeereeeeee 宮内 光平 ・ 沢 村 邦 夫 ・ 民 谷 栄一 ・ 軽 部 征夫 
電極 に よ ょ る 抗生 物質 感受 性 菌 と 耐性 菌 の 識別 松永 十 ・ 重 松明 典 
ヒト 血 中 リポ タン バク サブ フラ クタ クション の コレ ステ ョ ー ル 分 布 測定 用 バイ オリ アク ター シス テム 
NADH 測定 用 酵素 電極 と その 高 感度 化 水谷 文雄 ・ 津 田 圭 四郎 
酸性 ポリ アテ アミノ酸 に こよ ょ る 二分 子 膜 超 構 造 体 の 形成 と 形態 変化 伊原 博隆 ・ 福 本 尚徳 ・ 平 山 皿 一 ・ 山 田 仁 穂 
ァ アァ ゾ ベ ゼン 発色 団 を 含む 両親 媒 性 化合 物 Cc。AzoCsN*Br~ Dif CO J 
渡辺 裕 ・ 平 林 潔 ・ 下 村 政 ・ 国 武豊 音 ・ 安 岡 則 武 
10-(1- ピ ビレ = ル ) デカ ン 酸 の 多様 な 自己 会 合体 加納 航 治 ・ 浦 木 久 号 ・ 橋 本 静 信 
脂質 配向 上 で の 細胞 認識 に 関す る 研究 PIT TTT 高橋 椎野 太 . 
グリ コ ホ リ ン を 組み 込ん だ リポ ソ ッ ー ム の レク チン に よる 特異 的 凝集 
砂 本 順 三 ・ 後 藤光 ・ 川 源 臣 ・ 佐 藤和 ・ 近 藤 樹 ・ 大 典 
ラク トー ス 赴 換え チレ ン 単 独 重 合体 の 肝 細 胞 に ょ る 認識 と , 肝 細 胞 培養 へ の 応用 
小林 一 清 ・ 住 友宏 ・ 小 林 明 ・ 赤 池 拍 宏 
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ン ナ プス に お ける アセ チル コリ ン の 受 を ニ = コチ ン 人 性 アセ チル コリ ン 受 容体 の 分 子 構造 と 機能 一 一 

血小板 活性 化 因 子 (PAF) を 介する 産生 細胞 と 標的 細胞 と の 相互 作用 一 ー ザ イモ サ ン に よる 

好 中 球 / 血 小 板 混 合 系 の 活性 化 一 一 ee BAY 清 ・ 小 田 真 


・ 林 AE 


WRAL 


論文 特集 「 ヘ テロ 原子 の 有機 化学 」 
二 価 ス ズ エ ノラ ー ト の 化学 G 向山 光昭 
硫黄 原子 間 の 隣接 基 5. と ジチオ カチ オ Y DAR 
硫黄 有 お よび セレ ン を 含む 多重 結合 有機 化合 物 岡崎 
テル ル 化 水素 を 用 いる 反 記 HARM fii ・ 三 好 徳 ・ 小 川 昭 ・ 園 田 昇 
有機 ゲル マニ = ウム 化合 物 の 質量 スペ クト ル 1,1- ジ メチ ル ゲ ルマン シン クロ ヘキサ ン の Base Peak 
生成 機 一 田中 克己 ・ 下 田 克 ・ 友 田 修 司 ・ 竹 内 敬 人 
ゲル マニ ウム 原子 と ポリ ハロ アル カン 類 と の 交互 凝縮 反応 ee 持田 邦夫 ・ 田 代 久 美子 
4B 族 元素 (アル マニ = ウム , スズ )- 康 素 結合 を 有する 化合 物 の レー ザー 光 分 解 反 応 
持田 邦夫 ・ 若 信 ・ 坂 喜 生 ・ 林 久治 
有機 スズ 化合 物 を 用 いる ステ ョ イド 側 鎖 の 22- 位 に お ける 立体 制御 ee 山本 問 則 ・ 山 田 順 一 ・ 西 井 真 二 
有機 スズ 化合 物 を 用 いる へ テ ョ ェ ョ 環 置 換 1,1- ジ ン ア ノエ テン へ の アリ ル お よび ベンジル 基 の 
馬場 章夫 ・ 野 崎 司 ・ 松 田 治 和 
1-( オ ルト 置換 フェ ニル )-2(1 万 )- ピ ビリ ミ ジン チオ ン 類 の 位置 選択 的 ヒド リド 憲 元 に お ける 
鹿島 長 次 原田 ・ 加藤 明良 ・ ・ 表 美 守 
光学 活性 MW-[ エ トキ シン (フェ ニル チオ メチ ル ) ホ スス フィニ ル ]-L- ブ プロ リン エチ ル エ ステ ル を 用 いる 
| 小泉 ・ 田 中 信行 ・ 岩 田 正 ・ 竹 内 義雄 
8- 位 に = ト = 基 を も つ リ ン 化 合 物 の 官能 基 変 換 反 応 有 お よび リン 糖 の 合成 
山下 光司 ・ 山 田 学 ・ 基 野 本 浩 通 ・ 押 川 達 夫 
ピロ rr ョ [2,3-d] ピ リ ミ ジ ンス クレ オン シド を 含む ドデカ デオ キン シン リボ ヌクレオチド の 合成 と 
その 塩基 形成 井上 英夫 ・ 井 村 明 弘 ・ 大 塚 栄 子 
トリ ス ( イ ソ シ ア ン 酸 ) リ ン の 合成 と その 反応 性 ere 木島 一 郎 ・ 分 鳥 郁 子 ・ 長 田 降 博 ・ 平 田 完 之 
環状 ホス ホ ニ = ウム 塩 を 用 いる Douglas Fir Tussock Moth 人 性 フェ ョ モン の 合成 
1,2,3,6- テ トラ ヒド ロロ -1,2- ジ フェ ニル -1,2- ジ ホス ホリ ン =1,2- ジ スル フ 4 ド の 熱 分 解 反 応 
NN- ビ ニ = ルイ ミノ ホス ホラ ン と a, BARAT bY «- ブ ロモ ケト ン と の 反応 に よる , ピリ ジン 環 お よび 
ビ ピ ョ ー ル 環 の 生成 eneeeeeeeereereereeestererrerseereereeetereneeeeeeeeeeeeeeeeeee 小林 知 重 ・ 飯 野 幸 生 ・ 新 田 信 
2- オ キソ シク ロブ プチ ル ジ フ フェニル ホス フォン オキ ンド の 合成 と 反応 
分 子 内 aza-Wittig 反応 の 反応 性 ete 江口 昇 次 ・ 竹 内 久 人 ・ 江 崎 俊 之 
置換 ベン ジル ホス ホン 酸 誘 導体 の 光 に ょ る C-P 結合 の 開 殖 反応 ese 岡本 能 樹 ・ 岩 本 成 正 ・ 志 方 紀 樹 ・ 高 桂 節 夫 
(2,2,2- ト リク ロロ -1,1- エ タン ジオ ラ ト ) ト リフ ェ ニ ルアン チ モ ン (V) の 結 品 お よび 分 子 構造 ee 大 内 昭 
トリ フェ ニル アン チ モ ン ジブ プロ ミド に よる @- ケ ト ア ルコ ー ル 類 の 酸化 反応 
ーー 一 五 価 有 機 ア ンチ モン の 関与 etter 大 方 勝男 ・ 大 成 英 之 ・ 秋 葉 戚 哉 
ピリ ジニ ウム = ビス (アル コキ シン カルボ ニル ) メ チリ ド の 宇 元 反応 中 に 生成 する ラジ カル 種 の 
藤田 英夫 ・ 松 本 
ホス ホン 酸 ジ アル キル - ア ミン 系 に よる gem- ジ プロ モン シン クロ プロ ョ パン 類 の 還元 
平尾 ・ 俊雄 ・ 林 憲一 郎 ・ 大 芳樹 
アダ マン タン 関連 橋 頭 位 お よび 橘 か け 位 ア ジ ド と 三 価 リ ン 化合 物 と の 反応 eeeeeeeeeee・ 江口 昇 次 ・ 竹 内 久 人 ・ 渡 辺 徳 放 
強 求 トリ アリ ー ル ホス フィ ン , を 触媒 と する = トロ アル カン の 
Michael fof fit-:-++----seeceessececceessecceeesceeceesenseseeesssceceessssscesesssseaseescesees 和田 正徳 ・ 坪 井 亜紀 ・ 西 村 久 美子 ・ 撰 達夫 
ジ プ ョ ビニ = ルト リ メ チ ルアン チ モ ン (V) と 酸 塩 化物 の パラ ジッ ウム 触媒 反応 …… 山 本 陽介 ・ 沖 中 隆明 ・ 中 和 谷 雅 行 ・ 秋 葉 応 哉 
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クラ ウン 型 テ トラ チア フル バレ ン 類 の 分 子 錯体 大 坪 徹 夫 ・ 塩 見 豊 ・ 安 和 蘇 芳雄 ・ 小 倉 文夫 ・ 田 仲 二 朗 

AF UY AR 安藤 豆 ・ 降 旗 利 弥 
スピ ロ オ ルト カル ボナ ー ト お よび その 硫黄 類似 体 の 質量 スペ マク トル 高田 十 志 和 ・ 遠 藤 剛 
(フェ ニル ヒド ラ ゾ ノ メチ ル チ オ ) ア ルカ ン の 構造 と 反応 性 + 
(メチ ルフ ェ ニ ル ヒ ドラ ゾ ノ メチ ル チ オ ) エ タン 酸化 物 の 構造 と 硫酸 と の 反応 性 

松原 ・ 伴 崇 ・ 吉 正邦 ・ 前 嶋 俊 
5- オ キソ お よび 5- ヒ ドロ キン 置換 5,6- ジ ヒド nv ロ -4 万 -1,3,4- チ アジ アジ ン の 構造 と 反応 性 

(トリ フェ ニル ホス ホ ニ = ニオ ) メ チル = ジチオ カル バ メ ー ト 上 臭化物 の 合成 と 反 記 ee 石田 勝 ・ 三 村 忠 司 ・ 加 藤 普 二 
新しい 107 電子 系 環状 硫黄 イリ ド 類 8-Alkyl-1,3-diphenyl-2 H-dibenzo[b, f] cyclopenta・ 

[ d ]thiepinio-l-ides の 合成 と 熱 反 ee 堀 幹夫 ・ 興 津 光 人 ・ 片 岡 貞 ・ 清 水 洋 
テト ラキ ス ( ア ルキ ル チ オ ) チ ニテ ノ FA 7 = LD 米田 茂夫 ・ 坪 内 ・ 尾 崎 研 治 
硫黄 , 一 酸化 炭素 を 用 いる 0- 置 換 = ト ョ ベン ゼン 類 か ら の ベン ゾ イ ミ ダ ゾ ロン , ベン ゾ オ キサ ゾロ ン 

お よび ベン ゾ チ アゾ ェ ョ ン の 合成 宮田 敏行 ・ 神 戸 宜 明 ・ 村 井 真 二 ・ 園 田 昇 ・ 西 口 郁 三 ・ 平 嶋 恒 亮 
BB-= ト ルフ ド の 元 脱 反応 に よる オレ フィ 小野 LAW 
NN- フ ェ ニ = ニル -2-[( フ ェ ニ = ルス ル ホ ニル ) メ チル] プ ョ ペン アミ ド の ジア = オン を 利用 し た 

a, 8- 不 飽和 カル ボ ニ = ル 化 合 物 の 合成 田中 和彦 ・ 依 田 秀 実 ・ 加 治 有 恒 
スル フィ ォ ド - ス ル ホ ニウム 塩 を メデ ィ エ ニー ター と し た オキ シラ ン 合 成 古川 沿道 ・ 岡 野 一 哉 ・ 藤 原 尚 
固 相 に お ける 1,2,2,6,6- ペ ンタ メチ ル -4- オ キソ チア ニウム = テト ラフ ルオ ロボ レー ト と 

ハロ ゲン 化 ア ルカ リ の 反応 AKG ye 徳野 健次 ・ 選 ゆ か り 
スル ホ ニ ウム = トリ プロ ミド 結 品 に よる 固 相 見 素 化 反応 ememeeeeeeeeeeeeereseeeeeeeeeeeeeee Ai 力 ・ 三 由 文 久 ・ 沢田 幸江 
硫 昔 原子 を 含む 環状 ケト ン の トシ ル ヒ ドラ ゾン の 熱 お よび 光 に よる 分 解 反 応 

尾形 強 ・ 川 田 恵 押 川 達 夫 ・ 吉 ・ 川 三郎 
低圧 熱 分 解法 に よる チイ ラン , チオ ラン の 分 解 機構 の 解明 LUBE + Oe hk | ORR KE OR 
アリ ー ル (0o- フ ェ ニ = ル ア リ ー ル ) チ オン 8S- イ ミド お よび S- オ キン ド の 分 子 内 環 化 と 

斎藤 隆夫 ・ 菊 地 康 久 ・ 住 沢 則夫 ・ 元 木 信 一 
チイ レン =1- オ キン シンド と 求 核 試薬 と の 反応 人 性 errr 伊東 忍 ・ 小 松 満 男 ・ 大 城 芳樹 
置換 ベン ゼン チオ ォ オール の 水素 化 腕 硫 反応 に 対す る 置換 基 の 電子 的 効果 ee 小沼 健治 ・ 長 谷川 博俊 ・ 板 橋 国 夫 
アリ ル = ジ チオ カル バ メ ー ト と アル デ ヒ ド と の 反応 の レギ オ 選 択 性 に だ お ょ ぼ す 添加 物 の 影響 

林 俊雄 ・ 池 田 一 也 ・ 大 石 武 
DBU を 用 いた 二酸化 炭素 と 二 硫 化 炭 素 か ら の 誠 酸 ラジ アル キル お よび チオ 内 酸 ジア ルキ ル 生 成 に お ける 

硫黄 官能 基 導 入 に ょ る ケ ヶ ケト エ ステ ル 類 の パン 酵母 に お ける 立体 制御 伊藤 佐 藤 俊 夫 ・ 藤 沢 
単体 硫黄 お よび セレ ン と アセ チレ ンジ カル ボン 酸 ジ メチ ル , プロ ピオ ル 酸 メチ ル , お よび 

ベン ザイ ン と の 反応 ere 中 山 重 蔵 ・ 柏 木 幹 文 ・ 四 方 田 理 恵 ・ 星野 正 松 
WMA 平林 芳夫 ・ 石 原 秀 晴 ・ 愛 知 後 
光学 活性 セレ ノ キ シ ンド の 合成 小林 道夫 ・ 清 水 敏 夫 
S$- ア シル =Se- フ ェ ニ ル = セ レノ スル フィ ォ ド に よる アミ ン の 選択 的 アン シン ル 化 反応 

健 ・ 山 田 ・ 大 嶋 哲弘 ・ 今 尾 真 二 ・ 前 川 悦 朗 

メチ ル セ レ ノ 基 に よ ょ っ て 促進 され る ヶ ケ テ ン - イ ミン 環 化 反応 を 活用 する ペナ ム 型 6@- ラ クタ ム の 

・ 夫 ・ 高 尾 佐知 子 ・ 阿 部 隆夫 ・ 落 合 正仁 ・ 多 賀 井 上 義 ・ 藤 田 柴 一 
ビス (チオ カル ボン 酸 ) セ レン お よび テル ル の 合成 と ハ ョ ゲン と の 反応 

加藤 晋二 ・ 小 ・ 宮 ・ 伊 藤 治 ・ 青 山 隆 ・ 石 田 勝 ・ 村 井 利昭 
アル キン と 単体 硫黄 と の 反応 に よる チオ フ = ン 誘導 体 の 生成 に だ およぼす 単体 セレ ン お よび 

MALE 梶谷 正 次 ・ 落 合 龍 史 ・ 菊 池 理 加 ・ 秋 山武 夫 ・ 杉 森 
アル キル テル リド の 合成 と その 一 酸化 炭素 と の 反 記 meeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeen 大 江 浩 一 ・ 高 橋 秀 剛 ・ 植 村 紫 ・ 杉 田 信 之 
ジ ペ ベ ペン ゾイル ジテ ルリ ド の 合成 と 反応 ……… 平 林 芳 夫 ・ 石 原 秀 晴 ・ 荻 祐司 ・ 三 宅 敏 広 ・ 種 田 一 ・ 近 藤 尚 利 ・ 郷 治 英 之 
方 香 族 テル レン 酸 と その 誘導 体 の 合成 と 反応 ーー… コ ド 林 芳夫 ・ 石 原 秀 晴 ・ 上 眞 見 博司 ・ 松 田 眞 次 ・ 森 田 康 則 ・ 藤 原 敏 明 
テル ル 化 ナ ト リ ム を 用 いた 素 - 素 結合 の 生成 反 鈴木 仁美 ・ 真 負 IF LIE 
ベン ゼン テル ロー ル に よる 反応 

Rl 安 菊 芳雄 ・ 西 岡 務 ・ 大 須賀 正宏 ・ 長 川 攻 一 ・ 佐 々 木 和 明 ・ 大 坪 徹夫 ・ 小 倉 文夫 
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電極 反応 に よる 2- ア ミノ ベン ゾ チ アゾ ー ル 類 の 合成 ere 北原 清志 ・ 高 野 義人 ・ 西 久夫 
チェ エト =1,1- ジ オキ ンド と カル ボア ニオ ン の 反応 eeeeeeeeeeeeeeeeeeereeeeeeereeeee・ 小松 満男 ・ 小 川 裕 純 ・ 大 城 芳樹 ・ 阿 河 利 男 
一 酸化 炭素 - 硫 黄 - 水 系 に よ ょ る 芳香 族 カ ル ボ = ん ル 化 合 物 の 刀 元 チオ ォ ー ル 化 反応 
西山 豊 ・ 大 鳥 洋 一 ・ 浜 中 佐和 子 ・ 小 川 村 井 真 二 ・ 園 田 昇 
ジア ルキ ル テ ル ロニ ウム = カル バ モ イ ル メ チリ ド を 用 いた e, 避 - 不 飽和 アミ FORM 
大 須賀 弘 ・ 花 崎 保 ・ 木 仁美 
ベン ゼン テル ロレ ー ト イオ ン の 三重 結合 へ の 付加 の 立体 お よび レギ オ 選 択 性 
高橋 秀 剛 ・ 大 江 浩 一 ・ 植 村 


論文 特集 「 薄 膜 の 形成 と 構造 」 


高周波 え スパッ ター 法 に よる ZrO。-Al20。 系 非 質 膜 の 形成 と 構造 {EWI 
スパ ター 法 に より 作製 し た Mo-Al 多層 膜 の 構造 と 電気 抵抗 英 ・ 斉 藤 栄 子 ・ 山 本 良一 ・ 山 
スパ ペッ タ ー 法 お よび 蒸着 法 に より 作製 され た LaNis 薄膜 の 性 質 

Mn-Sb 積層 膜 の ェ ピ タキ シャ ル 中 山 則 昭 ・ 森 
非 唱 質 酸化 スズ 膜 の 組成 お よび 熱処理 に よる 構造 変化 ee 村 中 重利 ・ 坂 東 尚 周 ・ 高 田 利 夫 
鉄 酸化 鉄 多層 膜 の 合成 と 構造 寺嶋 孝仁 . 坂東 
クロ ロム 添 加 酸 化 イ ッ ト リ ウム ( 想 ) 薄 膜 の 不純 物 共 位 の 研究 ee 小林 健吉 郎 ・ 飯 田 一 郎 ・ 岡 本 祥 一 
ヶ タラ スタ ー イ オン ビー ム 法 に よる 薄膜 の 形成 と 構造 博明 ・ 高 岡 山 公 ・ 高 木 俊 宜 
ラス ター イオ ン ビ ー ム 法 に よる 薄膜 形成 と 結晶 性 に お ぼ す イオ ン の 効果 ROAR 
プラ ズー マ CVD 法 に よる B-ZrCiN 大 橋 正 夫 ・ 修 二 ・ 山 中 昭 ・ 服 部 信 


ジン ラン の 光 分 解 に よる 光 CVD アモ ルフ ァ ス シン リコ ン の 初期 核 形 成 過 程 

川崎 三津 夫 ・ 林 一 ・ 築 山 良男 ・ 羽 田 
SiC1,-TiCl,-CCl,-Hy 系 に お ける CVD の 熱 力 学 的 検討 後藤 PSE 
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藤山 亮治 ・ 186, 257% 松村 英夫 e1627 
船岡 英彦 e152 道明 1623N 持田 
e1118*, 1353 714, 2180N 森川 e2174 < 
古 崎 新太郎 O71 森田 19] 
古澤 邦夫 627 【 ミ 】 森田 e233,1785 
a 古田 三浦 則雄 1513, 1518 PRE 康 則 1479 : 
保利 三田 村 719, 1719, 1817 (+) 
堀 幹夫 e323 武治 e1659 谷田 部 見 ・831 3 
堀江 道 1785 文雄 531N 柳田 博明 
(19) 


日 本 fh # 会 誌 1987 No.12 

山口 辰男 …… -969, 976, 984, 1763, 1768 山本 2315 吉 幸夫 1695 
山崎 周一 1975 山本 2031 吉原 正邦 1304, 1308, 1312 
山崎 1535 山本 ‘888 吉村 長 ・1545, 2351 
山崎 734 山本 WETE 851 吉村 +202 
山下 -197, 441 山本 1867 米沢 - 116% 
山下 827 (2) 米田 1328 
山下 90 米村 道子 156 
617, 1513, 1518, 湯川 507 米山 2119 

1646, 1659 Dre 1946 
山田 6 結城 康夫 -74, 78, 224 
山田 A 1908 
山田 茂 治 1312 横尾 俊 信 1946 
山田 順一 1177 1580 (7) 
山田 1207 横山 茂之 402" 和田 正徳 1284 
山田 - 260% 横山 67, 705 若狭 1171 
山田 GS BBB -688, 870, 1377, 1560 吉井 1725 分 島 郁子 171, 1221 
山田 能生 85, 90 1699 渡辺 954, 1627 
山田 1442 FAI +495 渡辺 徳雄 1280% 
山中 1924 FAI Fike +322, 328 渡辺 Me 1753 
山根 215 吉田 研 治 1672 均 ‘550 
山野 慎司 2236 吉田 472 綿貫 1535 
山 松 976, 984, 1763, 1768 吉田 1009 116% 
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